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太陽光発電⼤量導⼊を想定した
蓄電池の充放電計画の検討
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近年，再⽣可能エネルギーの導⼊が進んでおり，⽇本では太陽
光発電ሺPVሻの普及が推し進められているሾ1ሿ．

太陽光発電の課題と対策

Fig.1  PV経済負荷配分制御(EDC)[2]

前⽇に電⼒需要を予測し，蓄電池や発電機の運⽤計画をコ
ストが最適になるように⽴てておく制御⽅法．

発電量が⽇射量に依存するため出
⼒変動が激しい．そこで蓄電池を
併⽤し，充放電を利⽤して出⼒変
動の不安定さを補う．

蓄電池導⼊の課題
蓄電池の充放電計画はPV発電量の予測値に従って計画され
るが，PV発電量の予測値に⼤きな誤差が⽣じる可能性があ
る．

研究⽬的
予測誤差の検討指標として回復可能領域を⽤い，充放電効
率および回復時間や蓄電容量との関係について考察する．

回復可能領域
PV発電の予測誤差を蓄電池の
充放電で吸収することを考え
る際ሾ3ሿ，定められた回復時間以
内に元の計画に戻ることので
きる蓄電量の集合．

Fig.2  PV system
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制約のもと，𝑱𝟏が最⼩となるような𝒖 𝒏 を求め，前⽇計画
を導出する．
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𝑥୰ୣ୤, 𝑢୰ୣ୤:前⽇計画値
𝑱𝟐を各ステップで最⼩化し，回復時間以内に前⽇計画値に
戻ることのできる初期蓄電量の範囲を求め，48 ሾstepሿሺ24 
ሾhሿሻ分に拡張することで回復可能領域を求める．

Fig.3  Net demand

燃料費関数ሾ4ሿ

前⽇計画をもとに回復可能領域を導出する．

Fig.4  Recoverable region(6[h])
ሺaሻ 90% ሺbሻ 100%

Fig.5  Recoverable region(3[h])
ሺaሻ 90% ሺbሻ 100%

Fig.6  Recoverable region(10 ൑ 𝑥 ൑ 50[GW])
ሺaሻ 90% ሺbሻ 100%

• 充放電効率の向上にともない，回復可能領域の時間ごとの変
動が激しくなる．

• 回復時間の減少により回復可能領域が縮⼩する．
• 蓄電容量の減少により回復可能領域が⼩さく，充放電効率ご
との差が縮まる．

まとめ
回復可能領域を広くとるためには回復時間と蓄電容量を
確保することが重要である．

今後の予定
電⼒市場のデマンドレスポンスの動特性を調査し，蓄電
池の充放電計画に及ぼす影響について検討する．


